
■
。
■

昼

「

一一垣１

弓 ＝

今ロー■』画畢寺今・ｰ晶 卓

、

■一皇二一．ずつ一
矼
・
，
１
Ｆ
・
-
Ｊ
己

ー一 二 名
＝

̅

皇

一

一

ミ ニ
ー 一 コ

r g r t r { て { I - 霊 -
は で か i ･ ' g : = j ' 写 字 - - ､ ご ̅
雲奎勝善悪鳴謀ごf
丈う遥辻.L毫･か朋寒翰善;":ニー
隼よ蕊之霊隠な今窓有風ま三:ﾄﾖ上を-皇ﾌしず｡篝塞tf'か瀕酒頭～_･i
” Ｉ -ｈＩで淀、を種かに愁加欲＞"話
た、綴F雪|湾に‘李寂宗白ゞゞごゞ
L _ 杜 氏 . を 諭 よ と 舅 ・ ､ ; - ；
は 頬 山 と Ｌ 制 （ 、 の ≦ - - -
潮も〃ま‘てば､勺詩酔樽一志-:」-弓譲-と:≦
莞維李Ｌ承、二に可中権号奄〆フン氏夢で＜社とも可一一̅ゞ
い山い雪蔑鵡i丁と家表曹ゞ三、”-て､宗弄盈ば一づ窟い風■_？≦
̅ j 碧 居 篝 、 字 = ﾌ < F h - : さ
圏"<7yl.庵'文〈7)作簡い醗妻:ゞ ・ｺｺ了
朝菫他た椥王課だ､可に二さ
文を雪．了､ゞ霊．で酒自害-ゞ
這毒憲言諦季愁票鮮三：
'てた、瞳十勿筐、天寂O)ん二､言〔
|̅XCﾊぃ琴言要こいをごど言::ざ≦
ご了．⑦緋の三人砿と欲§ざ、 壱 . 0 0 . - 、

いば釣手至人-でたろきずき三室７
ぼ辱め/〕､瀞 “ |寸巧読一 :壬
"Iぃ売暮,齢金莞｜馬Ｉノ書ｵｮ‘ゞ- ･ "考好ｎ号、のミー| ̅ I = ¥
崩 落 謝 豊 い 亡 へ ’
者う,ｸ富ちび､Ｉ．李
曲 刀 ､ 該 疋 冷 よ 立 雲 了 裳 と一 ・ 几 Ｚ 誓 う z ﾗ 蚤 一 …
̅ ̅ I I 川 ’ の と 入好、→ ﾐ ｰ § ：
杖下胸間才 . ‘ うみ
爵 に 綱 で 蕃 な ’ 言Ｌ - 礎 弓義と↓ ' 莞 要 ： f " f . -
＝-１掴、擬季、ワ）
{ l I I _ L 、 李 垂芦 可 壼
崖 ’ て ７ 乏 河 風 ， ≠ ､ _ ゞ

舅 雲 堯壼菫土銅 莚
L - 詩 の 維 ， う ぐ ，

- ， 三 ． 吾

が 乏 代 拭 人 五 1
夢 ） 讃 ！ 寺 山 が - ′ 笈
蚤 人 畠 中 夛

ゞ
李
蓋
合
造
玉
稽
唇
李
藝
ほ
ぎ
←
末
に
玉
捲
に
い
た
一
″
了
居
ろ
ぺ
Ｌ

蒼
蒼
浅
之
冨
以
害
誉
蒼
二
拙
董
嶬
椥
及
元
召
す
に
薑
を
も
っ
て
ず

出
し
た
．
二
冊
六
毒
．
目
沢
に
潟
柄
吐
吾
篁

Ｉ
ｌ
Ｔ
何
“
高
瞳
た
、
八
が
艤
翻
辰
，
噌
の
作
一

丁二天
の丈隼をいたｉ一は潮-毎ない”

十
八
ｉ
》
１
″八

雛
託
，
鞘
ｖ
扉
績

一
江
，
三
妄
，
魍
月
九
画
質
立
老
壽
っ
涙
書
密
で
§
壌
逢
か
ぶ
『
た
零
本
の
罐
稽
面
中
か
局
『
枚
士
先
生
蘆
蒙
』
萱
腐

し
次
・
二
冊
六
巻
．
目
沢
に
潟
絢
せ
る
と
重
い
完
本
で
巻
睡
に
一
読
李
惑
虐
直
言
鱈
一
か
温
る
？
淫
受
ｉ
二
-
い
匠
本

蒼
蒼
鶴
之
冨
以
害
誉
蒼
二
洲
董
嶬
椚
及
て
召
す
に

紅
藷
窯
頭
魂
別
去
打
領
票
頭
蝿
訓
芸
し

天
上
育
雲
人
闇
無
売
上
に
篝
温
り
了
人
間
仁
孝
し

我
調
篝
詩
墓
雲
憲
杓
榊
雷
の
詩
壷
謁
Ｌ
ズ
ー
ノ
ね
一
卜

菫
爵
針
録
今
育
須
童
爵
順
針
舞
Ｌ
了
今
も
再
衿
弓

奉
請
小
官
不
可
得
奉
常
は
小
官
な
例
と
も
鱈
べ
か

諾
授
室
中
三
雨
徒
請
梼
寸
里
中
三
両
葹

生
達
堯
舜
寵
亦
察
生
き
了
奏
捲
仁
達
わ
ば
窮
釧
し
壬

食
肉
室
麦
阿
烏
乎
肉
を
食
ら
い
了
臺
害
な
乙
伺

天
上
育
雲
人
闇
無
天
上
に
篝
温
り
了
人
間
に
な
し

我
調
篝
詩
墓
雲
憲
杓
榊
雷
の
詩
壷
謁
Ｌ
ズ
ー
ノ
ね
雁
嶽
罵
す

謹
爵
針
録
含
有
濱
童
爵
順
針
舞
Ｌ
了
今
も
再
衿
ろ
湯
〃
《

奉
請
小
官
不
可
得
奉
常
は
小
官
な
例
と
も
鱈
べ
か
ら
す

諾
授
室
中
三
雨
徒
請
梼
寸
里
中
三
両
葹

生
達
堯
舜
寵
亦
察
生
寺
苛
奏
捲
仁
達
わ
ば
窮
釧
し
ま
だ
燕
し

食
肉
室
麦
阿
烏
乎
肉
を
食
ら
い
了
臺
害
な
ろ
何
か
せ
ん
や

～

一

一

〃

一

が
あ
る
”

一，一一’
零《一録怪剛切Ｉ
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Ｘ

、

守

噸’六薑た万《-〃
す
か
雁
李
菖
馳
燭
な
た
た
よ
う
？
『
陸
究
生
詩
箪
教
」
窯
五
一
は
、
亡
師
陸
王
仕
の
依
鋼
に
-
←
、
喜一↓す

〃

Ｊも

八
堯
主
戸
詩
ば
、
鍵
唾
篤
錨
骨
蚤
欝
湧
、
古
切
孟
郊
・
轄
莚
李
曹
げ
そ
の
雲
か
Ｖ
と
い
-
フ
。
一
．
三
｛
、
毛
耒
燭
を
制

杢
学
，

些
ｉ
っ
ｒ
《
〃
側
江
議
に
ぼ
苓
蓉
遥
羨
読
寸
謬
人
、
多
ゲ
ヲ

唐
・
た
の
で
嘉
弓
勺
〃

９
０
１
Ｐ
ｄ
Ｐ
Ｕ
Ｇ

ｆ″へ、、。Ｌ口〆玲副》ＩＩＬ一〆一午

が

奎
要
廷
詞
々
》
琴
柄
″
を
因
み
に
舅
う
た
ゐ
だ
が
、
〉
で
汎
を
は
な
Ｌ
で
も
読
人
了
侭
、
し
髄
そ
う
な
義
文
で
調
舂
。

１

，

＄

人

憩

式

・

耐

ｖ

、

鐘

卉

》

・

銃

三

一

ｐ

承
一
議
津
噸
琴
の
熟
綴
溌
・
西
ｖ
落
李
喜
票
⑦
顕
澱
釣
ひ
と
つ
に
諄
光
な
ろ
人
の
俵
-
本
が
弱
弓
三
些
乏
書
い
た
つ
こ
と

．--」｛唖呼一
室
局
皿
ｇ
『
鵬
詩
祇
肇
竺
と
茨
／
堂
ぐ
い
丁
字
蕊
春
十
八
一
ｆ
次
の
罰
李
垂
見
出
し
だ
。

’

←謂手や一・一菌ゞ
｜、し
Ｉ
』
、
章
は
差
水
”
鐵
田
の
“
天
言
丁
卯
の
．
ま
祁
・
十
一
州
詩
菫
碕
〃
、
鐵
砿
萬
詰
。

人

人

来

安

県

挙
宮
Ｉ

詐一墜
木
ば
薪
体
支
に
工
に
-
」
了
・
奇
罵
震
可
一
雪
雲
Ｋ
枕
藷
す
〃
澱
饒
菰
請
妻
一
波
一
何
長
鴨
難
潅
不
ｊ
祢
曙

菫祠
淀
簑
峡
、
暗
逐
霜
尤
去
、

至識押
嗣
ぱ
悪
達
省
の
凛
畠
．
天
啓
丁
叩
け
二
１
毛
琴
㈱
-
采
嘆
県
口
襄
蔵
菌
（
お
る
．
ざ
ま
唖
ば
△
六
邑
売
版
Ｖ
民

様
本

-
む
く
瞬
代
、
合
う
，
炉
庶
Ｌ
切
諜
溌
切
写
本
『
琴
長
書
詩
宗
』
の
較
者
付
講
中
善
木
蓋
光
Ｖ
｝
-
露
中
を
「
中
」
た

、

、

’

八

溝

為
了
-
息
！
せ
る
誌
願
雁
と
い
う
、
「
雲
河
-
寅
巻
画
）

ご
鈴
桑
切
書
耆
藏
、
議
續
二
造
四
二
峠
１
-
ヒ
ハ
一

章
下
猿
ろ
江
驍
長
州
の
人
《
筆
身
辻
え
な
び
っ
涙
。

飼
寮
で
『
秋
士
売
主
蟇
読
箔
」
な
ど
蓬
書
い
て
い
ろ
《

一ｆ
と

大ぱ穗微
木 ‘ 五 把
簑で穐崎
誌 、 蕊
ﾉ'１--奇蜂
經制蓋照
と紅堅

空 i , ’ 鐙、
窯定臥t i l
← & - ト ー . 〆 一}孤士日鱒
接令室之
高 か ． 水
城｜・季誰一司遊刺
沌芭鑑船
沈雲射
矯 州 驚 閣
夜學卸門
將 舘 仙 大
半 鰯 、 鍔
薇 雲

霧蕪一十一
蕩 眠 里
募育
風 儀 珂
目 一 光
圭二二一顎・棚Ｉ也
鎗 己 不
賭 ' 一 卜
人 へ 芙
挫 零一一函濁個一雲
月 酉
明 霞 I I
鶏 半
儲 壷
＝ 房

聲、 ・ 榊
新 貴
知 雰

徐
出
醤
摘
可
、
蝿
礦
認
詞
種
』
竜
六
十
三
旗
八
認
士
は
恥
介
縄
俗
、
そ
の
詩
藏
情
壼
孤
冷
一
い
寄
せ
・
浬
遥
鑑
刻
に
飯
石
Ｖ

ｂＬｐｇＣ、ｇ９守。０■９“０口■国込、口』ニグ。・今

〆
◇←
；
…
Ⅷ
王
埼
（
二
三
五
’
一
・
上
空
こ
雪
乏
ば
差
引
い
て
△
宗
浪
仙
の
流
な
り
Ｖ
す

野

渦

宥

孟

邦

-

雪

島

童

方

嘉
圭
州
い
い
詩
迄
は
爵
文
か
い
が
、
ひ
と
つ
の
李
蕾
許
で
は
お
言
う
。

ヘ
募
桑
切
書
耆
藏
、
議
續
二
造
血
三
１
-
ヒ
ハ
玉
）
『
初
鯏
の
字
は
蔑
疑
、
あ
る
い
ば
其
讓
。
秋
士
ぼ
あ
ハ
真
言
銅
涙

下
猿
ろ
江
驍
長
州
の
人
《
筆
身
辻
え
な
び
っ
涙
。
古
文
家
と
し
て
知
吟
獅
蟇
謡
》
紹
升
（
一
七
四
。
！
二
一
基
ｃ
ば

大
木
簑
誌
川
經
空
窯
液
橇
一

薊
已
津
篤
-
董
議
露
因
隷
涜
、《一・一，-

・一℃

●
日
．
Ｆ
‘
Ｐ
Ｆ

、

、

一室
… ̅

↑
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三
ー

～

笑
辞
に
電
寸
石
託
述
、
万
か
侭
八
小
林
太
・
市
部
蔵
「
楚
鐸
宗
義
」
Ｖ
←
作
引
く
八
李
駕
評
難
籠
語
Ｖ
迄
八
天
震
下
引
李
閏

評
Ｖ
が
副
Ｖ
Ｔ
あ
る
”
一
房
一
言
鳳
楊
氏
の
産
に
よ
抗
ば
八
「
李
蕊
研
究
」
籠
二
害
二
九
七
一
年
三
月
、
方
向
社
」
辿

辮
田
壽
雄
「
李
雪
評
捷
辞
」
Ｖ
に
よ
る
”
わ
た
Ｌ
的
そ
の
文
壹
で
ぼ
「
李
蓄
、
評
語
」
が
、
は
た
し
Ｔ
蟹
⑦
孔
の
か
苧
フ

か
限
つ
い
了
は
・
寮
悶
差
出
Ｌ
了
お
い
衣
、
徴
は
疑
う
こ
と
な
》
く
扱
う
了
Ｖ
ろ
エ
う
に
み
え
ろ
。
あ
め
許
諾
乏
雷
ｍ
も
の

で
な
い
と
散
定
寸
暮
雪
料
を
も
た
純
《
Ｌ
か
し
、
箒
獅
を
收
防
ろ
『
楚
辞
鎮
誌
』
ば
朋
人
の
続
票
で
、
出
所
も
明
記
し
了

な
か
つ
た
ょ
弓
に
記
憶
寸
弓
、
ず
た
そ
の
本
以
前
脈
蟹
品
評
證
仮
う
い
了
謡
、
侭
も
詞
菱
、
管
見
な
が
ら
知
吟
冴
い
。
柄

穴
Ｌ
と
し
て
汀
．
温
め
許
諾
を
窒
錫
も
の
淫
し
了
汲
今
ご
と
何
よ
｛
は
ど
瞳
童
て
ｒ
け
狐
ば
河
島
な
い
た
ｚ
う
、
と
考
え
毛
・

椿
吠
が
洞
た
し
、
知
弓
械
祁
榔
を
持
涙
猟
畜
乃
吟
・
ぜ
ひ
茨
え
了
ほ
Ｌ
い
⑳

樗
伽
に
畷
寸
ろ
部
令
で
も
極
論
蓬
鐺
介
さ
病
槐
燕
脹
禾
え
な
い
．
氏
何
「
大
乗
入
拷
伽
経
」
煮
一
扇
八
無
知
簿
業
ご
師

生
誕
眼
亭
識
生
-
歌
於
識
等
而
主
計
箸
：
，
：
Ｖ
巷
一
辺
白
八
間
中
の
八
，
；
云
向
趣
計
雫
：
Ｖ
各
数
行
麦
か
き
、
箒
鋤

と
結
論
す
る
．
零
領
の
い
い
論
文
→

が
．
。
よ
く
杓
か
烏
ワ
し
ｍ
で
あ
る
。

笙
葦
眼
亭
識
生
-
歌
於
識
等
而
土

●

守
り誌

の
筈
干
達
こ
楓
に
対
応
さ
ピ
マ

鍾
墓
「
-
這
瀞
喫
繧
伽
ｌ
李
蓉
論
」
乏
読
ん
た
。

濤
伽
呈
訳
の
勺
君
喜
訳
を
這
ん
で
割
く
窪
一
由
弛
わ
か
ら
な
ｕ

『
篭
皆
」
に
は
見
え
ぬ
二
柄
局
切
ご
と
礼
、
、
本
論
で
は
委
捌
に
義
か
汎
マ
病
ろ
の
か
も
し
抓
め
。
莞
楓
を
義
近
日
董
楽

ｉｏ一人て侍毒たい。

一参重し臺一哩広菰Ｌ‘講田」の蕊誕かｆ１」詞鍼‘そうＩ｝て若木は『わか畜筐ぐぼ零く篝尭勿字？ししお麹

む

曰

産仁。一一、のけ潟いへ江毒言光ｖ迄庫丈齢末に害畠ＬＴい亭抑がが・いずのわたし仮はよく柄か吟ない。

ログ

ニＩＤ

》
窒
炉
創
鯛
（
⑦
馴
化
-
弘
滴
璽
三
異
繕
広
は
上
手
ろ
江
琶
挙
派
切
人
だ
『
尺
の
疋
勇
、
つ
か
・

八

雑

記

》

刺

ｖ

楚

辞

与

拐

測

〕

こ

『
博
士
課
窪
研
究
論
文
蓉
旨
Ｉ
昭
和
何
等
・
壜
』
（
寿
郁
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
菱
高
橋
達
朗
氏
ゲ
ウ
港
湾
し
、
腸

緊
討
之
糯
伽
、
勢
幡
至
裁
無
鮒
可
用
〃
肘
漬
迄
是
辞
・

難
二
戸
天
下
白
』
（
藪
湧
一
汀
」
遜
高
此
矛
盾
室
写
霞
ゞ

０

論
す
る
．
零
領
の
い
い
論
文
下
散
に
Ｌ
灰
か
・
禮
舅

〃

一

幾
一

禮
愚
の
わ
派
し
に
は
．

＄

遂
威
離
更
之
侶
・
桧
擴
就
吐
・
而
「
侭
首
迷
巍
招
不
脅
・
縦

李
篝
が
八
捨
仮
就
此
Ｖ
で
あ
っ
た
か
壁
う
か

ー

暹皇
一
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命

や

声・一口
一旬

ご

-

二

、

一’一

八
雑
記
・
万
ｖ
《

古
い
メ
モ
の
蔭
列
で
恐
縮

巻
梨
言
ラ
ニ
園
三
年
一
一
月
十

孝
義
当
猯
真
性
乏
航
近

昌
黎
東
披
則
盛
恭
前
蒲

ゞ
琶
人
七
声
有
八
捧
奉
誠

ぼ
と
意
欲
的
で
ろ
．
易

巻

、

一
■

ざ
㈱
ろ
。

＋
六
字
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の
わ
た
Ｌ
の
ぼ
う
が
幸
福
だ
っ
た
の
か
北
Ｌ
綱
め
よ
う
な
感
じ
も
せ
ぬ
一
く
ぼ
な
い
。

琴
蓑
か
易
フ
た
，

血

Ｆ

ｑ

・

一ノー雲薯号一》魂一￥《￥苣一ゞご一《→一司一『卒鍵一割｛鞭々」／《一二一一ゞ一々言一戸ヱざ》一曇ゞ｛菱・二一一一“夛己→ゞ二ｔ計ゞ一驚尋》二斗》｜丁一正〆ゞ一了」：、、

．

‘

、

一

・

盲

・

昼

″

．

ｌ

画

宇

呈

弓

一

斗

一

、

■

や

△

房

。

》

．

”

幸

．

守

一

ご

マ

ｑ

ｌ

巳

本
〉
て
て
、
堯
二
へ
謁
崎
肋
ろ
ヴ
ァ
：
リ
ア
、
三
卜
達
記
入
Ｌ
汽
愈
対
校
本
垂
つ
く
る
こ
と
が
好
琴
・
雇
千
、
汁
授
本
達
ざ
し

．

、

毛

ｌ

ｌ

迄にして内的擦章芝すず胡桝ば、、その研究者にとラマの決定的漸孑キズトガ生壬楓ろだｚ-『”》「ゞ
いて示

、刀・綴一-李濤蓋の索引雁ぱ・汁綻本のすべての気宇が包含京制ろ“雲がおる．

１

９

Ｖ

４-

誠
，
減
本
の
作
饗
、
琴
引
画
作
梨
ば
．
霞
に
牙
こ
ぐ
、
な
ん
ど
し
や
り
は
じ
域
な
か
局
出
来
な
い
で
い
る
→
い
、
一
-
た
《
涙

か、〉一、、．ごし」を蒋丼億次にい［氏ら、封校本姉自分びし了も茨い、と臺定ニノ椥尺、以采寺の堯戟達、一

』■▽

包

む

日
手
献
⑦
闇
郡
！
で
祷
秦
く
衿
Ｌ
了
い
ろ
《
た
が
考
え
れ
ば
、
綱
た
Ｌ
何
豆
噴
に
す
ぎ
る
か
池
し
減
．
め
，

りこ
争
奉
勿
本
票
咽
春
は
『
室
毒
椎
嘉
宋
本
七
種
』
賑
は
い
《
了
お
〃
、
外
蕊
一
考
は
『
皿
剖
蒙
刊
』
詞
蕊
に
何
い
二
-
、

Ｑ

佃

も

Ｏ

い
ろ
《
衲
た
し
は
栗
詞
吹
余
箒
奉
を
／
ｌ
卜
に
う
つ
し
-
次
い
で
こ
の
本
と
の
雲
同
盃
証
し
、
鮎
本
に
Ｌ
哀
ん
だ
か
《
二

○

や

ゆ
本
が
し
一
〃
と
池
よ
い
こ
と
Ｆ
気
う
手
・
混
ら
庁
め
さ
易
本
を
写
し
た
な
ん
と
も
稜
正
し
展
→
し
り
だ
〃
疑
問
か

、

ｔ

競
了
-
確
か
め
陳
ゆ
く
た
び
に
校
正
瑠
抓
達
見
出
し
涙
《
砺
祁
一
手
洋
代
に
そ
め
ご
翼
逢
ぱ
じ
初
、
激
琴
前
、
雷
い
主
｛
〆

凸

可本凛画毒達濾宣にマゞ
Ｌ些診一．涙ゞ
ぞ門か吟手ｔ辱く言北本か出た。も、つい局ない上今蔵壹ＬＬ尺が、手

。

。

ｑ

に
い
拙
了
為
弓
と
、
二
？
辱
鎌
が
弱
り
-
素
た
寵
誇
楼
の
零
本
振
り
「
訓
エ
右
抵
燵
」
な
ど
ゞ
こ
弓
か
出
で
い
る
笠
ｆ
-

、

李
長
き
萱
一
言
抄

１

一
一
〕
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尖
人
間
へ
の
信
頼
米

菫
葦
の
喫
に
題
く
埋
め
た
八
た
ま
Ｌ
い
ｖ
に
露
笛
壬
砺
一
’
て
、
錘
鋒
の
欝
星
、
蓬
握
〃
お
こ
す
者
の
出
現
菫
白
耳
弱
橇
に

も
唐
せ
す
し
丁
．
な
お
当
世
に
容
猟
う
い
繊
詩
壼
薑
式
、
続
け
喜
言
が
い
る
辰
三
つ
か
“
詩
ば
人
間
へ
切
信
領
重
雪
言
ど

の
信
頼
が
、
索
乏
の
底
に
雲
々
主
垂
哩
う
た
詩
人
芝
も
生
寮
Ｌ
銃
灰
色
鮎
、
湯
『
た
。

詩ぼ、〉一

卑え
Ｔ
ゆ
く
。

の
可
に
つ
い
了
い
つ
と
ハ
壷
な
い
し
怯
勿
い
ぢ
い
点
／
の
文
字
は
、
そ
極
で
御
．
一
個
涙
ろ
い
は
赦
個
の
概
念
垂
←
も
可
て

い
ろ
》
長
吉
一
卜
上
、
丁
鱈
毒
さ
打
屋
易
組
合
せ
の
中
一
僻
-
の
雲
な
い
し
稜
②
い
ち
い
六
釦
も
「
薫
索
麓
・
迄
け
や
組
合
毒
、

桝
ろ
以
前
ゆ
い
ち
い
考
勿
・
文
字
の
も
つ
概
念
と
ほ
別
個
の
も
の
で
踊
る
→
こ
の
こ
と
蓬
試
号
化
す
る
と
次
②
襲
う
Ｌ
な
る
、

卿
Ｉ
少
弊
’
四
罫
１
０
耐
１
口
、
邸
Ｉ
町

倒
Ｓ
蕊
砂
Ｉ
似
非
ｓ
蕊
砂
＃
ず
葛
９
藷
奇
’
八
蒜
９
蕊
一
戦
ｉ
空
、
罫
９
蕊
砂
ｉ
の

ジ
ー
四
㈲
ｉ
す
Ｃ
ｌ
や
。
Ｉ
生
円
Ｉ
の

ア

罰

、

圭“１劃-酬酬副叫”Ⅲ”囮．、駒ＩＩＩＩＩＩｌＩＩ，ｉｉぴ．-〃-，‘

ン
繭
ｎ
ｄ
ｍ

以
卜
似
欧
＃
ぴ
α
１
，
ゞ
且
＃
且
⑩
紙
の
”
さ
“
《
詳
錘
さ
叫
藷
砂
９
遥
遂

ン

ン

琴

１１-Ｉ--Ｉ--１１＃ｌ-１１--１１！-ＩＩ１ＩＩ-ＩＩＩＩＩ１１・」．〃９〃〆｜祁蕪一州鴇如鮮対

塗
嗣
ハ
ワ
用
シ
ｏ
⑮
ロ
、
”
ｎ
．
町
ン

ノ員〃ｂ／ｃＪ／ｅは占い竜茅司‘ｂｃＪｅの消斌にょ、可生じた新しい毒牽すず垣』″州号、Ｔ-一Ｉ弱蚕

、
■
后
篭
一
＃
尋

原一丁四一仇。つい二侭-一．妙ゴの。，・・．感泌心匡のＬ鍋一輿鱗御。曲一．可臺恵ハ宣些弾一厨鮮．夛一く片Ｑ２ミヨ・茸

、苛一ま伺辰３-．小動座如くの一、弓。、コナＯおい樋コュ唾一津、．鄙切。ｍ一さす

か

擬

念

の

縮

小

半

-

や

詩
臓
・
￥
の
本
性
に
従
っ
て
ふ
か
く
進
納
ぱ
進
む
ほ
ど
・
そ
こ
か
、
勺
撤
急
は
縮
小
滴
薇
Ｌ
了
姉
く
，
一
Ｊ
萱
〃
〃
毒
嚥
が
蒋

垂
祥
防
膳
怯
滝
公

司
に
つ
い
了
い
つ
と
ハ

エ
ー
四
㈲
ｉ
す
Ｃ
ｌ
や
ｄ
Ｉ
１

工
×
田
ｘ
ｎ
．
ｘ
Ｕ
ｘ
ｍ
Ｉ
少
嗣
○
口
凧

ア

、圭
-
１
１
１
１
口
．
、
駒
！

シ
面
ｎ
口
卿

以
札
叩
似
欧
ｋ
叫
び
α
１
，
．
且
＃
且

蝦
感
受
性
寺

一毎坪（『ｆ-ｂ』、０，ノ
ワ

Ｊ

℃

《

一

や
●
ａ
８
Ｐ
伊

声
Ｐ
ｂ
●

ｒ
■
９

■
■
１
１
０
■
９ と３



吃
い
・
・
．
Ｊ
含
ロ
ュ
Ｐ
一
。
ｚ
・
“
『
．
”
守
り

肉

』

■

■

己丞
一一■一

マー

, 堂 一 可〆

＝

ｒ

二

二

～
弓主

＝

＊昊歌縦短歌抄

７

-夢霊⑦雲’二、画票壊た、奏言駒詩⑦節気伽、し、二打に題詠寸蚕飼減「感調玉言一重一手一-藷蟻塑冨鐘

な
ど
ゎ
數
蕾
仁
す
ぎ
な
い
”
支
学
受
に
、
二
垂
謹
卜
蔬
掘
る
ｆ
の
か
な
く
詞
華
集
廷
房
蓋
蓄
溌
一
、
砂
ず
ぶ
蓬
鐸
舞
ｆ
心
詞

威〉／毛’しここ／寺為享一ノ（雷の詩差鏡じさ房言灰鴻卿ない批評家付．詩か灼か弓錘訟篤、轄雰の、

ご汚呂／かた・篝銅電同一童」と許す蟇鈎泳←黎二撰ば一壹半句遡ｔ錨柄毎い《寺ラー等、“そ労煎」『-式読鐸」ア

ートは一鑑窯灘刻舅亭琴雲言色、蕊迄蚕凱一没、乃荏肱等・一（達焉云吉少貢此沈一頓と作』（茎ワご〉』いす曜

干いＺ心一苓心へレニ云唾ばくにばれか蛙／ない．一十薪が「引愉微雄母雲向楚發雲一屋〉←し皇ｌいろ”域一一

夫
す
が
た
が
、
手
汽
臺
い
定
剛
な
Ｕ
と
い
う
気
ぴ
才
尋
》
闇
濁
閏
ぱ
「
晨
吉
勿
臼
逢
今
た
『
辰
唇
ご
約
項
で
「
炭
っ

寂
窒
繭
橋
雲
中
写
同
期
皇
茨
峰
何
離
雛
〃
覗
月
落
壹
写
・
俳
掴
過
昌
尋
-
照
出
惠
嫁
外
〃
不
渭
与
之
遊
，
歌
筬
誇
完
汰
」
Ｉ
-

一．畏歌絢題歌），！-這竺都室幾独静寂鯛境陀中宋・対日仔写的耽調由月写憤，由備冨崎、“這權調”司・就嘉

言吠債敦的。-一というが／・汚卜ご鈎詩の雲し下垂印〃出していっている約けぞ剛なく-「嶽章」何いい

か
「
静
寂
」
ど
万
制
ば
ど
の
詩
の
パ
ト
ズ
と
卿
合
悔
め
た
ろ
う
・

畠
患
い
詩
と
す
ぐ
洞
穴
詩
と
卿
同
と
く
ぷ
い
。
こ
の
詩
ぱ
墓
壷
得
な
か
、
辰
す
ぐ
楓
辰
詩
だ
。

が乏呵藩を特徴と題いがちで弱零．「おの詞人の持徴ロ」し応うことばが出涙ら、〉一おば〉一-売甫人勿

屡につい一-、の隷菱だと考えてほぼ予巧がいない”立派な詩は”事か黙俵け出し了い弓も勿勺のだ。

長
吉
ゆ
詩
脈
「
い
て
蕾
ら
ｈ
ろ
ど
き
←
一
感
調
」
「
濤
款
銃
篭
歎
」
ラ
秋
涼
詩
」
応
側
嫡
洞
玲
れ
す
望
謁
鱒
寒
囑
凶

麦

濤
吉
の
詩
に
あ
う
宝
は
毒
味
釣
消
滅
が
壹
譲
的
に
方
法
と
Ｌ
元
用
い
』
ノ
祇
了
い
ろ
よ
・
三
ぐ
お
蚕

毒
崇
に
ぼ
ぼ
と
ん
と
概
念
柱
が
な
い
念
、
ン
ヨ
ベ
ン
ハ
-
ワ
キ
元
は
、
畜
棄
臓
菫
憲
一
命
も
の
の
写
し
で
張
り
他
の
論
芸
瓶

誤
り
も
深
く
握
く
琶
界
の
実
相
量
曇
「
つ
す
、
と
い
う
沙
長
吉
の
詩
の
編
言
も
わ
ぴ
、
言
票
に
近
い
、

宗
言
韓
詩
ぼ
・
理
に
お
い
て
欠
け
壱
と
ご
弓
ぴ
あ
番
、
と
い
杓
打
暮
，
い
う
批
評
家
に
よ
こ
-
、
理
の
内
臺
グ
鬘
ろ
ェ

一
だ
が
．
い
ま
顔
〆
苛
制
菫
鈎
喜
震
宍
概
念
住
た
と
す
ろ
塗
か
猫
の
鋳
ば
も
と
し
と
琿
一
憂
寒
え
て
い
書
、
と
い
い
、
重
く
’１

間態は、が》籾軌請姉言祭に近いが、言禦その手ｔのでロない-手鈎遣い目一ト何か涙乏か．、超’一〃ここ-１

１
１
Ｉ
申
。
、
一
口

ぞ
八
-
１
-
く
‘
ｎ
-
ガ
ム
〃
な
い
か
そ
二
一
；
嶮
掴
但
菱
や
モ
ラ
Ｌ
と
い
「
”
た
戸
し
切
り
（
か
れ
い
詩
の
側
砿
）
漏
云
、
君
》
鳧
喜
皇
＃
ｒ’

一
』

一戸

子

、

》王早

口
鍵←墓一

一
幸
Ｆ
・
一

〆

三

一

琴弓

二
二

ー

三
一一

～

一

一



圭一

て
ば
な
く
、
ず
つ

謙
長
吉
詩
の

長
吉
講
に
完
哺

壮
謂
当
一
と
に
社

長
吉
炉
就
-
錆
．
闇

叢
文
学
史
窯

言
言
長
室
誌
は
中
昌
吏
学
中
仮
詣
い
了
い
な
・
世
界
文
学
中
に
お
い
て
す
ら
、
轄
巽
了
雪
雲
毎
芦
汪
一
Ｆ
ご
″
一
・
や
仁
：
「

１》画か「〃て薑い派。。〃持雲》ということばは誤解達招キ、やすいかもＩ」籾可い。ひとが特巽といつ〉主、・

雲通性ｍ欠如堂一、寺皇ご←が多いか端てある、

中
富
文
一
・
隻
違
祁
す
弓
も
の
差
読
で
．
￥
二
に
色

》

ん
の
誤
え
る
廠
家
の
個
々
⑦
作
品
蓬
読
ん
で
孔
ろ
ゞ
￥
壷
主
気
更

Ｐ

七

札

０

℃

・

ザ

ｄ

摩→⑲
喪
が
弓
、
ソ
逢
つ
い
一
-
、
い
る
と
哉
に
な
い
で
筒
尅
こ
と
ば
宏
細
だ
．
芸埼寺へ一、
入
弓
と
ぞ
詞
癒
諺
今
冬
Ｕ
羊
、
ば
な
い
、
萱

１
Ｊ

１

く
か
ら
眺
肪
炭
山
と
馬
一
Ｉ
上
二
ｉ
、
貝
ろ
山
こ
の
相
違
だ
と
ｉ１ウマ上ゞ
い・た一《勺か．、穴：！｝の三-」い淫蕊津塁う寺弓〕・；

〃’支琴裳におけ崎脚ろ作品に口、叉学弐が指摘しワい篝と〉』ｆ一トー簿、一帳｝軍手〉言》Ｉ二〆二こ一ヴ《》〉／雛、、報

〉
マ
、
逗
一
蝿
の
講
《
の
ト
ナ
〉
一
、
口
・
・
一
，
。
〃

約
辰
し
の
読
熊
力
⑦
不
足
に
-
１
幸
弓
切
た
翼
、
一
上
席
っ
弱
″
ゆ
二
証
-
、
ぼ
-
箇
喫
廷
姉
｛
た

博抑韮のケースに←垂可誹一一Ｉ＆Ｍ１尋トー乃爵」一戸いｖ、小川／脈塞小か脚-繩↑か〃一雲（芦》〉（一ノゾ

作
墨
が
、
っ
ね
一
卜

文
学
藍
家
、
概
観
と
今
謁
に
征
岬
島
蓬
・
緑
腸
ろ
い
何
同
ど
ん
ど
蚕
『
だ
く
玩
八
丁
！

手し八了読八一《、いない《

ｉ
Ｌ
く

《Ｊ-“過去の鮭評書．／／〃迄ハサ、意、てう毎ｍ-詩一パけめ寸嗣みも／！。‘詞扇・祇一計阿一群し〃一／緬一とが猫

遥・去いぬ

ブ
ノ
１
８
も■

ず

ｊ
ａ
Ｉ
Ｂ
ｑ

屯

術的乃鯲へ家綻秀一に《ゞ
-「，を脚り員ＪＩＬ←庁、文章誰ヌハ為ｗ仁毫え一今ア倖畷三》《窪』

■

卜

”

Ｉ

ノ

-

-

込一・Ｉ、ＯＢ９ｂＥ、か

も

-
垂
琴
の
Ｔ
言
ｖ
Ｉ
ド
票
に
闇
牽
な
作
馬
認
態
蓬
く
『
→
け
え
礦
仇
順
に
排
列
し
涙
読
み
池
ｎ
Ｋ
す
ぎ

９

中罰文学霞け、

一
ピ
〉
ｌ
ド
は
信
瀕
で
き
ず
．
乍
亮
譲
零
ぼ
杜
撰
だ
。

１

■

守

ｐ

凸

守

姑

凸

も

ｚ

Ｐ

Ｊ

凸

両
ブ
！
し
汐
も
￥
グ
ー
！

〃・日■９Ｊ

侮
馬
翫
究
僻
家
研
究
-
こ
紙
が
毒
一
だ
．
箒
⑦
葬
一
の
仕
宰
か
進
紡
ば
、
文
学
史
は
お
の
ず
か
ら
生
麺
ｌ
ご
衣
う
。

一
涯
鯛
太
守
行
」
一
嘉
斬
週

Ｔ
い
ぞ
か
ら
に
寸
妻
可
Ｕ
《

て
ば
な
く
、
ず
つ
約
葛
エ
ビ

謙
長
吉
詩
の
一
特
徴
考

長
吉
講
に
完
哺
制
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．
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②
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仁
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膀
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Ｔ
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．
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仁
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．
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蜑
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⑦
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叱
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中
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岩
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ｐ
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憤
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仙
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仮
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．
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Ｚ
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瀬
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．
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②
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／
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Ｔ
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Ｌ
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／
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